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1 精算表の歴史の先行研究としては，安平（1992），小島（1961），横山（1994a），五十嵐（2005），渡邉泉（1993），横山（1994a）

等多数あるが，日本における精算表の足跡と海外からの影響を共に扱ったものはない．
2 商品売買の研究の先行研究としては，野田（2024），原（1997），中村（2017），森田（2012）など多数あるが，精算表の整

理記入欄の視点で過去から考察したものはない．
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1　はじめに
A.C. リトルトンは『1900 年までの会計発達史』にお

いて「光ははじめ 15 世紀に，次いで 19 世紀に射した
のである」（片野訳，1978,493）と述べている．つまり，
これは，15 世紀に『スムマ』が出版されたこと，19 世
紀のイギリスでの産業革命期に簿記が会計へ進化して
いくことを指している．

簿記の発達の発端は，複式簿記を解説した最初の印
刷書籍とされるルカ・パチオーリ（Luca Pacioli）の数
学書『スムマ（算術幾何比および比例総覧）』（1494）
が 15 世紀にヴェネツィアで出版されたことである．ま
た，『スムマ』が各国の言葉に翻訳されることで，簿記
に関する研究が始まったと思われる．

この西洋簿記が我が国に導入されたのは，明治以降
である．主に複式簿記を紹介した簿記書が出版された
ことが日本において簿記教育が始まるきっかけとなっ
た訳であるが，『帳合之法』をはじめとした簿記書は，
英米の簿記書を翻訳する形で日本に入ってきたもので
ある．つまり，明治初期の簿記書は 19 世紀の英米の簿

記書の翻訳から始まったため，日本における簿記教育
は英米の簿記書の影響を受けることになる．

わが国の簿記教育は，1873（明治 6）年の簿記書から
始まったといわれる．その一つは，福沢諭吉の『帳合
之法』（初編 1873〔明治 6〕年，二編 1874〔明治 7〕年）
であり，もう一つはアレキサンダ・アラン・シャンド

（Alexander Allan Shand）の『銀行簿記精法』（1873〔明
治 6〕年）である．しかし，「商業簿記の教科書」とし
て日本の簿記教育に大きな影響を与えたのは，やはり
福沢諭吉の『帳合之法』といえるだろう．

この『帳合之法』は，米国の簿記教科書であるブラ
イアント＆ストラットン（Bryant＆Stratton）の“Common 
school Book-Keeping” が原書であるが，この簿記の考え
方がその後の日本の簿記教育に大きな影響を与えてい
くことになる．それは，何よりも日本で最初の「商業
簿記の教科書」だからである．
『帳合之法』には，明治初期の簿記書でありながら，

現代の簿記教科書でも必ず取り上げられる精算表の原
型と思われる「パッカルド氏耵用の平均表」がすでに
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掲載されている．これは，まさに現在の精算表の日本
における源流と位置づけることができる．

現代の日本の簿記教育において，精算表の学習は複
式簿記の構造を理解するうえで極めて重要とされてい
る．その精算表の萌芽が，日本における最初の商業簿
記書である『帳合之法』にすでに示されていることは，
注目に値する．

本稿の目的は，『帳合之法』に内在する日本における
精算表のルーツを明らかにし，その発展過程を明治初
期に遡って考察することである．あわせて，その源流
となるブライアント＆ストラットンの原書をはじめと
する米国簿記書を検証し，西洋における精算表の発達
過程と，日本への導入経路を明らかにする．さらに，
その後の日本の簿記書における精算表および商品売買
計算手法の展開を考察する．

本稿の構成は，第 2 節では，『帳合之法』における精
算表を説明する．第 3 節では，『帳合之法』の精算表が
その後の簿記書に与えた影響として，棚卸欄を用いた
精算表について説明する．第 4 節では，その後の精算
表の発展として，修正記入欄を備えた精算表について
説明する．第 5 節では．精算表における様々な売買損
益計算法について，第 6 節では，精算表の誕生につい
て概観する．第 7 節では，米国から日本に伝播した精
算表の系譜について説明する．第8節では結論を述べる．

2　『帳合之法』における精算表
（1）�帳合之法のパッカルド氏耵用の平均表（精算表）

の特徴
現代の日本の簿記の教科書において，精算表を扱っ

ていない教科書はまずない．初学者の簿記教育におけ
る精算表の重要性については，言うまでもないであろ
う．そこでわが国の簿記教育の原点の教科書として，
福沢諭吉の『帳合之法』を考察したい．それは一般商
家を対象とした「商業簿記の教科書」として『帳合之法』
が日本の簿記教育に大きな影響を与えたと考えられる
からである．

この『帳合之法 - 二編』の内容で，特に目につくのは
現在の精算表の原型と思われる計算表である．ここで
は我が国における精算表の変遷と発展の経緯，そのルー
ツについて検討することにする．

前述のように『帳合之法 - 二編』には「パッカルド氏
耵用の平均表」3 という計算表が掲載されている．これ
は，まさに現在の精算表のルーツとも言える多桁式一覧
形式の計算表である．現代の簿記教育においては，精
算表の学びは複式簿記の仕組みを理解するためにとても
重要である．その萌芽が日本における最初の商業簿記
の教科書である『帳合之法』に掲載されているのである．

この「パッカルド氏耵用の平均表」には，現在の精算
表とほぼ同様の機能が含まれている．周知のように『帳
合之法』は米国のブライアントとストラットンの
“Common school Book-Keeping” を福沢諭吉が翻訳した

3 今日の精算表にあたる「パッカルド氏耵用の平均表」は『帳合之法』二編の 23 頁に記載されている．

［図表 1］福沢諭吉『帳合之法』（1874）のパッカルド氏耵用の平均表

（福沢諭吉訳『帳合之法 - 二編』（1874,23））
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ものであるが，その原書においても，同じものが掲載
されている．この「平均表」の特徴は，以下のとおり
である．

形式的には，横書きではなく，縦書きの形式となっ
ている．また，その下に，平均の改（合計試算表），名
目（損益計算書），元入（資本主：資本金），事実（貸
借対照表）の順になっている．数字は縦書きで漢数字
だが，零（ゼロ）を用いて計算しやすい様式となって
いる．
（2）�帳合之法のパッカルド氏耵用の平均表（精算表）

における商品売買益の計算
帳合之法の「パッカルド氏耵用の平均表」（精算表）

においては，どのようにして商品売買益を計算してい
るだろうか．この精算表では整理記入欄ではなく，仕
入残品（Inventory）欄を設けており，ここに実地棚卸
高を記入することで，品物の行で商品売買益を総記法
で計算する方式を採用している．

つまり，品物勘定の行の，平均の改（合計試算表）
欄にある商品仕入高￥2,945.50（原価）から商品売上高
￥1,178.55（売価）を差し引き，さらに仕入残品欄に記
入された実地棚卸高（期末商品棚卸高）￥2,500.00 を差
し引くことによって，商品売買益￥733.05 を算出して
いるのである．

この商品売買益￥733.05 が名目欄の貸方に記入され，
その金額から雑費（営業費）￥200 を差し引くことによっ
て，正味利益（純利益）￥533.05 を算出し，その利益

を元入欄の貸方に移記する．さらに，この正味利益
￥533.05 に元入欄の￥1,570 を加えて，正味元高（期末
資本）￥2,103.05 を計算し，これを事実欄の貸方に移記
している．それぞれの欄の合計が一致する形で検証で
きる一覧表形式の計算表となっている．この時代にか
なり高度な精算表の機能を実現しているといえる．

3　�帳合之法の精算表がその後の簿記書に与えた
影響　～棚卸表を備えた精算表～

3.1　井田忠信『簿記學捷徑』（1876）
（1）井田忠信の商景一覧表（精算表）の特徴

『帳合之法 - 二編』が 1874 年に出版されてから 2 年後
の 1876 年に井田忠信は『簿記學捷徑』を出版する．こ
の『簿記學捷徑』は福沢諭吉『帳合之法』の原本でも
あるブライアントとストラットンの『Common school 
Book-Keeping』を参考にして，日本の学習者に向けて
まとめた著作である．井田は帳合之法を参考としたの
はもちろんだが，それに加えて新たな工夫も加えてい
る．『簿記學捷徑』には精算表にあたる「井田忠信商景
一覧表」を掲載いているが，「パッカルド氏耵用の平均
表」を参考としたことが把握できる．

これによれば，「平均の改」が「試算」に，「仕入残品」
が「残品」に，「名目」が「仮勘定」に，そして「元入」
が「資本主勘定」に，「事実」が「実勘定」に，それぞ
れ変更されている．さらに，仮勘定の項目として「損亡・
利益」が「損・益」とされている．また，実勘定の項

［図表 2］井田忠信訳『簿記學捷徑』（1876）の商景一覧表

（井田忠信『簿記學捷徑』（1876））
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目として「元手・払口」が「身代・負債」とされるなど，
用語において工夫がなされている．
（2）商景一覧表（精算表）における商品売買益の計算

商品勘定の行の，試算欄にある商品仕入高￥2,731,000
（原価）から商品売上高￥1,706,250（売価）を差し引き，
さらに残品欄に記入された実地棚卸高（期末商品棚卸
高）￥1,333,500 を差し引くことによって，商品売買益
￥308,750 が算出されている．

この商品売買益￥308,750 が仮勘定欄の貸方に記入さ
れ，その金額から雑費（営業費）￥184,000 を差し引く
ことによって，純益高（純利益）￥124,750 を算出し，
その利益を資本主勘定欄の貸方に移記する．さらに，
この純益高￥124,750 に期首資本￥4,500,000 を加えて，
現在元入高（期末資本）￥4,624,750 を算出し，これを
実勘定欄の貸方に移記している．前述のとおり，用語
において工夫がなされているが，基本的な計算構造は

『帳合之法』の「パッカルド氏耵用の平均表」と変わり
がない．

3.2　山田十畒『人民必携簿記提要』（1880）
（1）�山田十畒のパッカード氏製差引残高一覧表（精算表）

の特徴
『帳合之法』が出版されてから 6 年後，山田十畒は

1880 年に『人民必携簿記提要』を上梓する．山田は慶
應義塾で学んだ福沢諭吉の門下生であり，福沢諭吉『帳
合之法 - 二編』（1874）の「パッカルド氏耵用の平均表」
を参考とした「パッカード氏製差引残高一覧表」を掲

載いている．4

この残高一覧表では，様式が縦書きではなく横書き
の形式でアラビア数字となっているのが大きな変更点
である．その他，用語では，「平均の改」が「試算表」に，

「仕入残品」が「仕入帳」に，「名目」が「名義」に，
そして「元入」が「資本」に変更されている．さらに，
事実の項目として，「元手・払口」が「資産・負債」と
されるなど，現代に近い用語を使用するなどの工夫が
なされている．
（2）�パッカード氏製差引残高一覧表（精算表）におけ

る商品売買益の計算
この「パッカード氏製差引残高一覧表」は様式こそ

縦書きではなく横書きでアラビア数字ということ以外，
基本的な計算構造は『帳合之法』の「パッカルド氏耵
用の平均表」とほぼ変わりがない．

3.3　佐野善作『商業簿記教科書』（1897）
（1）佐野善作の精算表の特徴

明治時代，日本では西洋式の複式簿記の導入に力が
注がれており，福沢諭吉などによる初期の簿記書（『帳
合之法』など）が登場した．その後，下野直太郎の『簿
記精理』（1895）などが刊行され，日本的簿記概念の導
入が図られてきた．その中で，佐野善作の『商業簿記
教科書』（1897）は，東京高等商業学校（現一橋大学）
の教授として理論と実務を橋渡しする実践的な簿記教
育の教材として広く用いられた．

佐野善作『商業簿記教科書』（1897）には［図表 4］

4 西川（1971）p241 参照のこと

［図表 3］山田十畒『人民必携簿記提要』（1880）のパッカード氏製差引残高一覧表

（山田十畒『人民必携簿記提要』（1880,25））
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のような貸借配置型の精算表が示されている．この精
算表では一番内側となるのが試算表であり，これは合
計試算表となっている．真ん中の列は損益表（損益計
算書）で借方が損亡（費用），貸方が利益（収益）となっ
ている．そして一番外側が貸借対照表で借方が資産，
貸方が負債となっている．なお，この精算表には棚卸
欄や資本主欄は存在しない．

損益表の貸方の利益合計￥1,182,792 から損亡合計
￥141,700 を差し引いて，純利益￥1,041,092 を計算して
いる．一番外側の資産合計￥12,189,292 から，負債の合
計￥5,340,200 を差し引いて，現在元入（期末資本）
￥6,849,092 を計算している．

しかし，このような貸借配置型の精算表では，損益
表の差額で純利益￥1,041,092 を計算し，貸借対照表で
現在元入（期末資本）￥6,849,092 を計算することはで
きるが，純利益と期末資本の金額の整合性を検証する
には表とは別に検証の計算をしないと確認できないと
いう難点がある．この検証のためには，資本金の貸方
￥6,080,000 から借方￥272,000 を差し引いて期首資本

￥5,808,000 を算出し，これに純利益￥1,041,092 を加え
た金額が，現在元入（期末資本）￥6,849,092 となるこ
とを確認する必要がある．
（2）精算表における商品売買益の計算

この試算表の商品勘定の行の借方￥7,251,650（原価）
から商品売上高￥2,940,100（売価）を差し引き，さらに
貸借対照表の資産欄に記入された実地棚卸高（期末商
品棚卸高）￥5,479,000 を差し引くことによって，商品
売買益￥1,167,450 が算出されている．

損益表においては，この商品売買益￥1,167,450 にそ
の他の利益（収益）を加算して，利益（収益）合計
￥1,182,792 を算出し，さらにその他の借方の損亡（費用）
合 計 ￥141,700 を 差 し 引 く こ と に よ っ て， 純 利 益
￥1,041,092 を計算している．

一番外側の貸借対照表の資産合計￥12,189,292 から，
負債合計￥5,340,200 を差し引いて，現在元入（期末資本）
￥6,849,092 を算出している．前述のごとく，この方式
では，期末資本の要素である期首資本と純利益の関係
がわかりずらい．

［図表 4］佐野善作『商業簿記教科書』（1897）の精算表

（佐野善作『商業簿記教科書』（1897）より著者作成）

［図表 5］竹田等『商用簿記学修正』（1901）の精算表（その 1）

（竹田等『商用簿記学修正』（1901）より著者作成）
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3.4　竹田等『商用簿記学修正』（1901）
（1）竹田等の（貸借配置型）精算表の特徴

竹田等は 1901 年に『商用簿記学修正』を出版するが，
この中には［図表 5］で示すような貸借配置型の精算表
が掲載されている．これは 1882 年の『商用簿記学』で
掲載した縦型精算表を横型に改良したものであり，内
容，計算方式等はほぼ同様のものである．当時，横型
の精算表が主流となっていたことがうかがえる．
（2）竹田等の（一覧表型）精算表の特徴

竹田等は『商用簿記学修正』においては，前述の貸
借配置型の精算表のほかに，［図表 6］に示す一覧表型
の精算表も掲載している．これは貸借配置型の精算表
と同様に，『商用簿記学』（1882）で掲載した精算表を
横型に改良したものであるが内容，計算構造等はほぼ
同様のものである．

3.5　吉田良三『最新商業簿記学』（1904）
（1）吉田良三の精算表の特徴

東京高等商業学校（現一橋大学）出身で米国の簿記
会計の影響を受けている吉田良三が 1904 年に出版した
商業簿記の教科書が『最新商業簿記学』である．吉田
良三は，［図表 7］のような精算表（一覧表型の精算表）
を重視し，ほぼすべての簿記教科書に採用した．これ

は『帳合之法』の源流である米国簿記書の流れを受け
継いでいると思われる．本書のみならず，その後も，
吉田は多くの簿記教科書を世に送り出しているが，そ
の簿記書が教科書として日本各地の商業学校や高等商
業学校などで用いられ，その結果，日本において精算
表が普及したのではないかと思われる．5

吉田良三は特に慶応出身ではないが，この『最新商
業簿記学』（1904）で示されている精算表の基本的計算
構造は，帳合之法の「パッカルド氏耵用の平均表」の
考え方と変わるところはない．この精算表にはまだ整
理記入欄はなく，棚卸欄を含んだ 7 桁の精算表の体裁
となっている．

この精算表では『帳合之法』での「平均の改」が「試
算表」に，「仕入残品」が「棚卸表」に，「名目」が「損
益表」に，そして「事実」は「資産負債表」とされて
いる．なお，「元入」欄がない点は現代の精算表と同様
であり，損益表（損益計算書）と資産負債表（貸借対
照表）の双方において純利益の一致額を確認できると
いうしくみは，現在の精算表の構造に近いと考えられ
る．
（2）精算表における商品売買益の計算

商品勘定の行の試算表欄にある商品仕入高￥5,270.53
（原価）から商品売上高￥4,223.26（売価）を差し引き，

5 簿記会計史研究会（2025）P20 参照のこと．
 吉田（1904）は，当時の商業学校の 31 ％（35 校中 11 校）で採用された教科書であった．
6 原本では合計（試算表）欄において，貸方/借方となっており，明らかに間違いであろう．また，岩永勝巳の利益の持分欄

も一行ずれているが，修正した形で掲載している．

［図表 6］竹田等『商用簿記学修正』（1901）の精算表（その 2）

（竹田等『商用簿記学』（1901）より著者作成）6
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さらに棚卸表欄に記入された実地棚卸高（期末商品棚
卸高）￥1,276.41 を差し引くことによって，商品売買益
￥229.14 が算出されている．

この商品売買益￥229.14 は損益表欄の貸方に記入さ
れ，その金額から営業費￥120.00 を差し引いて，純益（純
利益）￥109.14 を算出している．

この精算表では，資本金の行にある期首資本￥6,000.00
の金額は資産負債欄の貸方に記入され，資産負債欄の
合計の貸借差額で純益（純利益）￥109.14 が計算でき
ることになる．よって，損益表の貸借差額で算出され
る純利益と資産負債表の貸借差額で算出される純利益
が一致することを表の上で確認できることになる．つ
まり，損益表で計算した純益（純利益）￥109.14 を資
産負債表の貸方に移記するという発想ではなく，損益
表で計算した純益（純利益）￥109.14 と資産負債表の
差額で計算された純益（純利益）￥109.14 が一致する
という現代の精算表と同様の計算構造と考えることが
できる．これまでの精算表との違いはこの当期純利益
を二方向から確認できることであり，この計算構造は，
まさに現代の精算表の大きな仕組みと同様である．

4　�その後の精算表の発展�
～修正記入欄を備えた精算表～

明治時代，日本においては，一桁の棚卸表欄での商
品売買益の計算が主流で，まだ，現代のように二桁の
整理記入欄を設けた精算表は見られなかった．その中
で精算表の発展に大きく貢献したのが，吉田良三が
1914（大正 3）年に出版した『最新式近世簿記精義』と
上野道輔が 1922（大正 11）年に出版した『簿記原理』，
および中村茂男が 1925（大正 14）年に出版した『商業
簿記講義』だろう．これらの精算表は，2 桁の修正記入

欄を備えており，現代の一覧表型精算表の形式につな
がる大きなステップになったと考えられる．

4.1　吉田良三『最新式近世簿記精義』（1914）
（1）吉田良三の決算表（精算表）の特徴

吉田良三は，前述のとおり，東京高等商業学校教授
として，佐野善作や下野直太郎の流れを継ぎ，日本の
簿記教育を近代化させた人物の一人であるが，多くの
簿記の教科書を執筆する形で当時の高商や商業学校に
おいて一覧型の精算表の普及に大きく貢献したという
ことができる．

吉田良三が出版した『最新式近世簿記精義』では，
今日の精算表に近い形式の決算表を提示している．こ
の決算表は［図表 8］で示しているように一覧横型の形
式となっており，試算表（残高試算表），整理表，売買
勘定，損益勘定，資本主勘定，貸借対照表で構成され
る 12 桁の計算表となっている．7

この決算表に設けられている試算表欄は残高試算表
となっており，明治期の試算表のほとんどが合計試算
表であった状況を考えると現代の精算表に近づいてい
るように思われる．しかし，整理表欄は二桁の整理記
入欄のような体裁となっているが，合計を計算する形
とはなっていない．つまり，貸借が一致する形式とは
なっていないのである．さらにこの欄で，給料，広告
料の未払い，保険料の未経過，家屋の減価償却の記入
がなされているが，整理仕訳を転記するような形では
ないため貸借は一致していない．なお，この整理表に
は期末商品棚卸高が，商品有高（期末）として記入さ
れており，（売上）総利益の計算は，売買勘定欄で計算
している．

売買勘定においては，（売上）総利益が計算され，そ

7 吉田は 1914 年に発行した『最新式近世簿記精義』と同じ年に発行された『近世商業簿記』の p119 においては，棚卸表欄
で処理する決算表（精算表）も示している．

［図表 7］吉田良三『最新商業簿記学』（1904）の精算表

（吉田良三『最新商業簿記学』（1904,123））

7

我が国における精算表の発展に関する一考察



の金額が損益勘定の貸方に移記されている．その金額
から費用の金額を差し引いて純利益を計算している．
この純利益は資本主勘定に移記され，資本主勘定で期
末資本が計算されている．
（2）決算表（精算表）における商品売買益の計算

本書においては，商品売買の処理について，商品有
高勘定，仕入高勘定，売上高勘定，及び売買勘定で処
理している．売買勘定は決算時のみに用いる総勘定元
帳の勘定科目で，この勘定で商品売買益（売上総利益）
を計算している．決算表においても，売買勘定欄で商
品売買益（売上総利益）を計算している．売買勘定欄
では商品有高（当初）￥12,760 に当期の仕入高￥85,259
を加えて，売上高￥96,664 と商品有高（期末）￥16,500
を差し引いて，（売上）総利益￥15,145 を算出している．
なお，吉田は売買勘定を用いて商品売買益（売上総利益）
を計算する方式を英国法，売買勘定を用いないで仕入
勘定で商品売買益（売上総利益）を計算する方式を米
国法と説明しており，それによれば，この決算表は英
国法ということになる．8

4.2　上野道輔『簿記原理』（1922）
（1）上野道輔のWorking Sheet（精算表）の特徴

上野道輔が 1922 年に出版した『簿記原理』では，［図

表 9］のように修正記入欄の入った Working Sheet（精
算表）が示されており，これは現代の精算表の形式に
近いものである．9 ここで示されている Working Sheet

（精算表）は，試算表，修正記入，貸借対照表，損益計
算表の 8 桁の計算表である．現在の精算表と同様に，
修正記入欄には借方欄，貸方欄があり，決算修正仕訳
を記入して，貸借合計で検証する形式となっている．
また，貸借対照表と損益計算書のそれぞれで純利益が
計算されるため，純利益が一致する形で計算の検証が
できる現代の精算表と同様のしくみとなっている．た
だし，損益計算表よりも貸借対照表が先（左側）といっ
た配置順番の違いは，財産法的発想が優先されている
のかもしれない．
（2）Working Sheet（精算表）における商品売買益の計算

商品売買の処理について，商品財産勘定，商品買入
勘定，商品売上勘定（三分法）で処理している．この
修正記入欄では，次のような記入を行っている．

この修正記入を仕訳にしてみると次のように考えら
れる．

［仕訳 1］ （借） 商品財産 6,700
 （貸） 商品財産 6,700

しかし，上野道輔の『簿記原理』（1922）には，修正
仕訳として次のように示されている．10

8 吉田（1932）p30-32 参照のこと．
9 Working Sheet という表題を用いたものでは初期のものと思われる．なお，損益計算書を損益計算表としている．

［図表 8］吉田良三『最新式近世簿記精義』（1914）の決算表

（吉田良三『最新式近世簿記精義』（1914,380））
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［仕訳 2］1 （借） 商品買入勘定 5,100
  （貸） 商品財産勘定 5,100
 2（a） （借） 商品財産勘定 6,700
  （貸） 商品買入勘定 6,700

〔現代の売上原価算出のイメージ〕

これは，現代の（仕入／繰越商品），（繰越商品／仕入）
と同様の三分法の決算整理仕訳である．現代の精算表
では，この［仕訳 2］にならって，修正記入するところ
であるが，Working Sheet の修正記入欄には，商品財
産の行で借方と貸方に同じ金額￥6,700 が記入され，あ
たかも［仕訳 1］の仕訳を行っているような記入となっ
ている．

決算整理仕訳においては，上記の［仕訳 2］のような
仕訳を行い，総勘定元帳に転記しているが，Working 
Sheet 上では［仕訳１］のような考え方で簡便的に記入
が行われていたと考えられる．つまり，決算整理仕訳
にならって Working Sheet の修正記入欄が記入されて
いたわけではないということである．

Working Sheet 上の損益計算表をみてみると，商品
財産勘定￥5,100，商品買入勘定￥16,500，商品売上勘定
￥19,500 が転記される形となっている．つまり，商品
財産（期首商品）￥5,100 に当期の商品買入（仕入高）
￥16,500 を加えて，商品売上勘定￥19,500 と商品財産（期
末商品）￥6,700 を差し引いて，（売上）総利益￥4,600
が算出されている．ただし，（売上）総利益￥4,600 の
金額は個別には表示されないのは現代の精算表でも同

様である．

4.3　中村茂男『商業簿記講義』（1925）
（1）中村茂男のWork Sheet（精算表）の特徴

中村茂男が 1925 年に出版した『商業簿記講義』にお
いて，修正記入欄入りの Work Sheet（精算表）が示さ
れており，これは［図表 10］で示すように現代の精算
表の形式に近いものである．11 ここで示されている
Work Sheet（精算表）は，試算表，修正記入，損益表，
貸借対照表の８桁の精算表である．現在の精算表と同
様に，修正記入欄には借方欄，貸方欄があり，決算修
正仕訳を記入して，貸借合計で検証する形式となって
いる．また，損益表，貸借対照表のそれぞれで純利益
が計算されるため，純利益が一致する形式も現代の精
算表と同様のしくみである．さらに，損益表（損益計
算書）と貸借対照表の配列も現代の精算表と同様であ
る．
（2）Work Sheet（精算表）における商品売買益の計算

商品売買の処理について，繰越商品勘定，仕入勘定，
売上勘定を用いた三分法で処理している．この精算表
に関する決算整理仕訳は，［図表 11］の仕訳帳に示され
ているとおりである．

まさに，現代の日本における決算整理仕訳と同じ処
理法である．私の調査の中では，（仕入／繰越商品），（繰
越商品 / 仕入）といった俗にたすきがけ

4 4 4 4 4

といった決算
整理仕訳を転記する形での精算表の修正記入欄を示し
たのは，中村茂男『商業簿記講義』（1925）が日本で最
初の簿記書だと思われる．現在にもつながる売上原価
を計算するための決算整理仕訳である．（仕入／繰越商

10 上野（1922,101）参照のこと
11 Work Sheet という表題を用いたものでは初期のものと思われる．

［図表 9］上野道輔『簿記原理』（1922）のWorking Sheet

（上野道輔『簿記原理』（1922,109））
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品），（繰越商品／仕入）といった仕訳と修正記入欄へ
の記入法は，その後日本の簿記教育で標準となって広
がっていくことになったと思われる．

4.4　太田哲三『商業簿記』（1930）
（1）太田哲三の決算表（精算表）の特徴

太田哲三が 1930 年に出版した『商業簿記』において，
［図表 12］のような修正記入欄入りの決算表（精算表）
が示されており，これは現代の精算表の形式に近いも
のである．ここで示されている決算表（精算表）は，
試算表，整理記入，貸借対照表，損益計算書の 8 桁の
計算表である．現代の精算表と同様に，整理記入欄に
借方欄，貸方欄があり，決算整理仕訳を記入して，貸

借合計で検証する形式となっている．また，貸借対照表，
損益計算書のそれぞれで純利益が計算されるため，純
利益が一致するといった現代の精算表と同様のしくみ
となっている．ただし，損益計算書よりも貸借対照表
が先（左側）といった配置の順番が現代の精算表とは
異なるのは，上野道輔『簿記原理』（1922）の Working 
Sheet と同様である．
②決算表（精算表）における商品売買益の計算

商品売買の処理について，繰越商品勘定，仕入勘定，
売上勘定で処理しているが，決算表（精算表）の記入
においては現代の三分法とは異なる方式を用いている．
仕訳帳においては，正規の決算整理仕訳を行いながら，
決算表の整理記入の際には，期首商品棚卸高を繰越商
品勘定から仕入勘定に振り替える仕訳を省略している
と考えられる．この考え方で仕訳を示すと以下の通り
となる．

［図表 11］中村茂男『商業簿記講義』（1925）の仕訳帳

（中村茂男『商業簿記講義』（1925,315））

［図表 10］中村茂男『商業簿記講義』（1925）のWork Sheet

（中村茂男『商業簿記講義』（1925，322-323））
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［仕訳 1］ （借） 仕　　入 5,600
 （貸） 繰越商品 5,600…　省略

 （借） 繰越商品 3,500
 （貸） 仕　　入 3,500 …　⑴

つまり決算表の整理記入上は，［仕訳 1］における期
首商品￥5,600 を繰越商品勘定から仕入勘定に振り替え
る仕訳を省略し，（1）の仕訳のみを整理記入欄に記入す
るのである．12 損益計算書には繰越商品￥5,600，仕入勘
定￥21,500，売上勘定￥33,100 が転記される形となって
いる．つまり，繰越商品￥5,600（期首）に仕入勘定の

（￥25,000 －￥3,500）￥21,500 を加えて算出された売上
原価￥27,100 と売上勘定￥33,100 の差額で商品売買益

（売上総利益）￥6,000 が計算されている．

〔現代の売上原価算出のイメージ〕

太田哲三『商業簿記』（1930）における売上原価算出
法は，現代の仕入勘定で売上原価を計算する方法とは
異なり，期末商品を仕入勘定から控除する方式である

ため，損益計算書に移記される￥21,500 には特に意味
はなく，繰越商品勘定の￥5,600（期首商品）を加算す
ることで，売上原価が計算されるのである．

ただし，売上原価￥27,100 と商品売買益（売上総利益）
￥6,000 の金額は個別には表示されないのは現代の精算
表でも同様である．
〔太田哲三『商業簿記』での処理〕

4.5　吉田良三『商業簿記提要』（1934）
（1）吉田良三の精算表の特徴

吉田良三が 1934 年に出版した『商業簿記提要』では，
［図表 13］のような修正記入欄のある精算表が示されて
おり，現代の精算表の形式に近い形式である．ここで
示されている精算表は，試算表，修正記入，損益計算書，
貸借対照表の 8 桁の計算表である．修正記入欄には借
方欄，貸方欄があり，決算修正仕訳を記入して，貸借
合計で検証する形式となっている．また，損益計算書，
貸借対照表のそれぞれで純利益が計算され，純利益が
一致するといった現代の精算表と同様のしくみとなっ
ている．また，損益計算書と貸借対照表の配列も現代

12 仕訳帳における決算整理仕訳においては，省略しない正規の仕訳が行われる．あくまで決算表の修正記入上の略式の記入
である．

［図表 12］太田哲三『商業簿記』（1930）の決算表

（太田哲三『商業簿記』（1930,286））
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の精算表と同様である．なお，同書において，吉田は
棚卸表欄を配置した精算表13 も示している．
（2）精算表における商品売買益の計算

商品売買の処理については，商品勘定を用いた総記
法で処理している．この精算表の修正記入欄では，次
のような記入が行われている．

この修正記入が修正仕訳にならっているとすれば次
のような仕訳をしていると考えられる．

［仕訳 1］ （借） 商品 1,572
 （貸） 商品 1,572

しかし，吉田良三『商業簿記提要』(1934) の P84 の仕
訳帳では，修正仕訳が次のように示されている．

［仕訳 2］ （借） 商品 293
 （貸） 損益（または商品売買益） 293 14

これは，総記法における商品売買益を損益勘定に振
り替える仕訳である．現代の精算表では，この［仕訳 2］
にならって，修正記入するところであるが，精算表上
では，商品の行で借方と貸方に同じ￥1,572 という金額
が記入され，あたかも［仕訳 1］の仕訳を行っているよ

うな記入となっている．
しかし，決算整理仕訳においては，［仕訳 2］のよう

な仕訳を行い，総勘定元帳の商品勘定に転記している
が，この精算表上では［図表 13］のように簡便的に記
入が行われていたと考えられる．15

この設例が商品勘定を用いた総記法で処理している
場合の商品勘定は以下のとおりである．

商品勘定の借方の￥5,820 は仕入れた商品の原価であ
り，これから貸方の商品売上高（売価）￥4,541 と貸方
の期末商品棚卸高￥1,572 を差し引くことによって，商品
売買益￥293 が算出される．精算表では，この計算プロ
セスを商品勘定の行で計算し，算出された商品売買益（売
上総利益）￥293 を損益計算書の貸方に転記している．

一方，修正記入欄の借方の￥1,572 は期末商品棚卸高
として貸借対照表の借方に転記されている．

前述の上野道輔『簿記原理』の例と同様に，当時は
必ずしも，決算整理仕訳にならって精算表の修正記入
欄が記入されていたわけではなく，その後，決算整理
仕訳にならって精算表の整理記入欄を記入するという

13 吉田（1934）の P104 には，商品勘定を用いた総記法での処理を棚卸表欄のある精算表で示している．
14 吉田（1934）の P81 には，（借）商品　××（貸）損益（または商品売買益）××　という形で仕訳を示している．
15 『簿記教科書 - 復刻版 -』（記製者：近藤昌孝）昭和 21 年当時に新潟商業学校で用いられていた簿記の教科書の復刻版によれ

ば，P62 に『決算に際して…総勘定元帳に上記決算手続きを施さなくとも試算表並びに棚卸表から直接決算表の数字を算出
する工夫が行われるのである」とある．このことから決算整理仕訳などの正式な決算手続きを経ないで決算表（精算表）の
金額を簡便的に記入することが行われていたことがうかがえる．

［図表 13］吉田良三『商業簿記提要』（1934）の精算表

（吉田良三『商業簿記提要』（1934,99））
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現代的な手続きに発展していったと考えられる．

5　精算表における様々な売買損益計算法
精算表の整理記入欄に，貸借とも同じ金額を記載す

る方法について，太神和義17 は『商業簿記概説』（1940）
の中で，「八桁精算表の作り方」の説明を次のようにし
ている．
5.1　様々な精算表の作り方
（1）�総記法での処理法①（整理記入欄の貸借に商品売

買益の金額を記入する方法）
「整理記入欄の記入法につきては別法がある．即ち整

理記入上の勘定を特に設くることを省略し，便宜一勘
定の借方，貸方に同一の金額を記入し，略したる勘定
の作用を兼ねしめるのである．…

 ①商品勘定について，商品売買益勘定を設けず，計
算したる売買益を商品勘定の借方貸方に同額を以て
記入し，之より運算して，損益計算書と貸借対照表
に移記するのである．図解例示すれば次の通りであ
る」（太神，1940,95）．
つまり，商品売買の処理について，総記法を用いて

商品勘定のみで処理する場合，商品勘定の借方に商品
売買益が計上されるため，通常は決算整理仕訳として
次のような仕訳を行う．

［仕訳 1］ （借） 商　品 1,750
 （貸） 商品売買益 1,750

しかし，このような正規の処理をすると，精算表に
おいて，商品勘定とともに，商品売買益勘定の行が必
要となる．そこで，商品売買益勘定を省略して，商品
勘定の行のみで処理しようとした場合に，次のように
整理記入欄の商品勘定の貸借に商品売買益の金額
￥1,750 を記入するのである．この精算表の整理記入を
仕訳にしてみると，次のようになる．

［仕訳 2］ （借） 商　品 1,750
 （貸） 商　品 1,750

実際に仕訳帳では［仕訳 1］のような仕訳を行いつつ
も，精算表の整理記入欄の記入にあたっては，便宜的
処理として［仕訳 2］にならって，［図表 14］のような
記入を行っているのである．
（2）�総記法での処理法②（整理記入欄の貸借に棚卸高

の金額を記入する方法）
さらに「商品勘定には棚卸高を整理記入欄の借方，

貸方に記入する方法がある．この際整理記入欄の借方
金額はそのまゝ資産の現在高として貸借対照表に移し，
貸方金額は試算表の数字と加減して結果を求め，之を
売買損益として損益計算書に移すのである．（この方法
は簡便なるを以て比較的廣く行はれる．）図解例示すれ
ば次の通りである」（太神,1940,95）．

つまり，この例も前述の（1）と同様に商品売買の処理
について，総記法を用いて商品勘定のみで処理する場
合，商品勘定の借方に商品売買益が計上されるため，
通常は決算整理仕訳として次のような仕訳を行う．

［仕訳 1］ （借） 商　品 1,750
 （貸） 商品売買益 1,750

しかし，このような正規の処理をすると，精算表に
おいて，商品勘定とともに，商品売買益勘定の一行が
必要となる．そこで，商品売買益勘定を省略して，商
品勘定の行のみで処理するために，次のように整理記
入欄の商品勘定の貸借に期末商品棚卸高の金額￥6,350
を記入するのである．この精算表の整理記入を仕訳に
してみると，次のようになる．

［仕訳 2］ （借） 商　品 6,350
 （貸） 商　品 6,350

実際にはこのような仕訳は行わず，あくまでも精算
表の上での便宜的処理として［図表 15］のような処理
を行っている．

このように，大正から昭和の初期にかけて決算整理
仕訳とは別に，精算表作成上は簡便法として，商品勘
定の借方，貸方に同一の金額を記入し，略した処理を

16 ①，②は便宜上著者が付したものである．
17 太神和義は当時大分高等商業学校（現在の大分大学）の教授であった．

［図表 14］総記法での処理法①

（太神和義『商業簿記概説』（1940,95-96））
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していたことがわかる．なお，「総記法での処理法①」
の例は，前述の上野道輔『簿記原理』（1922）の Working 
Sheet と同じ処理法であり，「総記法での処理法②」の
例は［図表 13］で示す吉田良三『商業簿記提要』（1934）
の精算表と同じ処理法である．

さらに，太神（1940）においては，精算表の三分法
での様々な処理法についても次のように説明している .
（3）�三分法での処理法①（第一法：繰越商品の貸借に

期末棚卸高を記入する方法）
「整理記入として期末棚卸高を繰越商品勘定の借方・

貸方に記入したる上，繰越商品勘定にありては借方残
（前期繰越高）をそのまゝ損益計算書の借方へ，貸方整
理記入額（期末棚卸高）をそのまゝ損益計算書の貸方へ，
売上勘定にありては残高を損益計算書の貸方に移すの
である．かくして損益計算書には売買損益勘定の如く
売買損益計算の各項目が集めらるゝから，自然売買損
益を示すべく，叉貸借対照表は商品の繰越高を示すの
である」（太神,1940,178）．

この説例では，商品売買の処理について，繰越商品
勘定，仕入勘定，売上勘定で処理している．商品売買
の手続きを現代の三分法の考え方で決算整理仕訳を行
うと以下の通りとなる．

［仕訳 1］ （借） 仕　　入 12,000
 （貸） 繰越商品 12,000
 （借） 繰越商品 13,000
 （貸） 仕　　入 13,000

仕訳帳において［仕訳 1］のような決算整理仕訳をし
ながらも，精算表上では簡便的方法として，［図表 16］
のように整理記入欄の商品勘定の貸借に期末商品棚卸
高￥13,000 を記入している．この精算表の整理記入を
仕訳にしてみると，次のようになる．

［仕訳 2］ （借） 繰越商品 13,000
 （貸） 繰越商品 13,000

実際には［仕訳 2］のような仕訳は行わず，あくまで
も精算表の上での便宜的処理として［図表 16］のよう
な処理を行っているのである．この方法は，貸借の双
方に期末商品棚卸高の金額を記入することから，前述
の「総記法での処理法②」の考え方に近い処理法と思
われる．
（4）三分法での処理法②（第二法：現代と同様の方法）

［図表 17］の方法では，仕入勘定で売上原価￥114,000
を計算して，その金額と純売上高￥117,000 を損益計算
書に移記して，商品売買益（売上総利益）￥3,000 を計
上しており，仕入勘定で売上原価を計上する現代の標
準的な方式と同様の方法である．

つまり，商品売買の処理について，繰越商品勘定，
仕入勘定，売上勘定を用いて，決算整理仕訳では現代
の三分法の考え方で仕訳を行うとともに，精算表の整
理記入においても，決算整理仕訳を転記する形で記入
している．決算整理仕訳と精算表の整理記入欄に齟齬
がない現代の手法である．しかしながら，この現代的
な手法は当時第二法として紹介されており，精算表作

18 太神（1940）p178 では，第一法に相当する方法として，売買勘定欄を設けた 10 桁精算表の事例も紹介されているがここで
は省略する．

［図表 15］総記法での処理法②

（太神和義『商業簿記概説』（1940,95-96））

［図表 16］三分法での処理法①（第一法に相当する方法）18

（太神和義『商業簿記概説』（1940,178））
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成に関して，様々な便宜的方法が広く用いられていた
ことが伺える．

［仕訳 1］ （借） 仕　　入 12,000
 （貸） 繰越商品 12,000 …　（1）

 （借） 繰越商品 13,000
 （貸） 仕　　入 13,000 …　（2）

（5）三分法での処理法③（第二法の簡略法）
さらに，前述の三分法での処理法②（第二法に相当

する方法）の簡略法として［図表 18］ような例示がさ
れている．
「之は前期繰越高を繰越商品勘定より仕入勘定へ振り

返る仕訳を省略するのであるが，その結果前期繰越高
はそのまま損益計算書の借方に移され，こゝに於いて
仕入勘定の数字と加算さるゝことゝなる譯である．」（太
神,1940,178）．

つまり，商品売買の手続きを現代の三分法の考え方
で決算整理仕訳を行っているが，精算表の整理記入に
おいて，期首商品棚卸高を繰越商品勘定から仕入勘定
に振り替える仕訳を省略しているのである．この考え
方で仕訳を示すと以下の通りとなる．

［仕訳 1］ （借） 仕　　入 12,000
 （貸） 繰越商品 12,000 …　省略

 （借） 繰越商品 13,000
 （貸） 仕　　入 13,000 …　（1）

ただし，これはあくまでも精算表作成上の簡略法で
あり，仕訳帳においてはこの決算整理仕訳は行われて

いると思われる．
この三分法での処理法③（第二法の簡略法）の例は，

［図表 12］で示す太田哲三『商業簿記』（1930〔昭和 5〕年）
の精算表の処理法と同様である．太神和義『商業簿記
概説』（1940〔昭和 15〕年）においてもこの処理法が説
明されていることを考えると，戦前，昭和 15 年ごろま
では．三分法においても，決算整理仕訳とは別に，精
算表作成上は様々な記入法が教育されていた状況が伺
える．19

（6）�三分法での処理法④（第三法：売上勘定で商品売
買益を計算する方法）

［図表 19］は売上勘定で商品売買益を計算させる方法
である．計算された商品売買益￥3,000 は損益計算書に
移記され，期末商品棚卸高は貸借対照表に移記される．

つまり，商品売買の処理について，繰越商品勘定，
仕入勘定，売上勘定で処理しているが，仕入勘定で算
出した売上原価を売上勘定に振り替え，最終的に売上
勘定で商品売買益（売上総利益）を算出する方法である．

この処理法で仕訳を示すと以下の通りとなる．
［仕訳 1］ （借） 仕　　入 12,000
 （貸） 繰越商品 12,000 …　（1）

 （借） 繰越商品 13,000
 （貸） 仕　　入 13,000 …　（2）

 （借） 売　　上 114,000
 （貸） 仕　　入 114,000 …　（3）

ただし，この売上勘定で売上総利益を計算する方法

19 太神（1940）の出版は，昭和 15 年であり，戦前の簿記教育の状況を伺い知ることができる．

［図表 17］三分法での処理法②（第二法に相当する方法）

（太神和義『商業簿記概説』（1940,178））

［図表 18］三分法での処理法③（現代の方法の簡略法）

（太神和義『商業簿記概説』（1940,178））
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は，戦前の簿記教育においてはよく紹介された方法で
あり，仕訳帳においてもこの決算整理仕訳は行われて
いると思われる．

5.2　日本における標準的な精算表の作り方
このように，太神和義が昭和 15（1940）年に出版し

た『商業簿記概説』を考察することによって，以下の
通り，大正から昭和にかけて，決算整理仕訳とは別に，
精算表の作成上は簡便法として，様々な記入法が教育
されていたことが分かった．
「総記法での処理法②」の例は，吉田良三『商業簿記

提要』（1934）の精算表の処理法と同様である．
「三分法での処理法①」の例は，上野道輔『簿記原理』

（1922）の Working Sheet と同じ処理法である．
「三分法での処理法②」の例は，中村茂男『商業簿記

講義』（1925）の Work Sheet と同じ処理法である．
「三分法での処理法③」の例は，太田哲三『商業簿記』

（1930）の精算表の処理法と同様である．
その後，商品売買の処理法は，「三分法での処理法②」

の仕入勘定で売上原価を計算する手法に収れんされ，

現在，我が国ではどの簿記教科書においても，この方
法によって簿記教育がなされることになる．今日の仕
入勘定で売上原価を計算するという「三分法での処理
法②」が最初から標準だった訳ではなく，この処理法
が時間をかけて，日本の中で標準的な方法として広まっ
てきたことを知っておく必要があるだろう．

6　�精算表の誕生�
（ブライアント＆ストラットンの簿記書の系譜）

6.1　�精算表の萌芽�
（オランダからイギリスに継承された精算表の萌芽）

17 世紀の初めに，元帳の締め切りに先立って，精算
表の作成を最初に示したのがオランダのシーマン・ス
テフィン（Symon Stevin）であった．しかし，ステフィ
ンの精算表は，今日の多桁式で一覧表型の精算表とは
異なり，資産・負債・資本と費用・収益が別々に「状
態表」，「損益表」として勘定形式で作成されたもので
あった．これは一見，精算表ではなく貸借対照表と損
益計算書を連想させる．しかし，彼の説く 2 枚の表は
今日の財務諸表ではなく，機能的には決算に先立ちそ

［図表 19］三分法での処理法④（第三法に相当する方法）

（太神和義『商業簿記概説』（1940,178））

［図表 20］日本における精算表の変遷

16

武蔵大学論集　第 73 巻第 2・3・4号



の運算のために作成された精算表だったと言われる．
このステフィンの 2 つの財務表は，18 世紀のイギリ

スのマギー（William Maggi）"The Principles of Book-
keeping: By Double Entry"（1718）やマルコム（Alexander 
Malcolm）"A New Treatise on Book-keeping"（1731）
に継承され，ハミルトン（Robert Hamilton）“Introduction 
to Merchandize" では，その具体的な例示が掲載されて
いる．つまり，イギリスでの精算表もまた，ステフィ
ンと同様に資産・負債・資本と費用・収益が 2 枚にわ
かれた勘定形式の財務表であった．20

［図表 21］オランダ・イギリスでの精算表の系譜

6.2　米国での精算表の発展
今日のような一覧表型の精算表の登場は 19 世紀の米

国で登場する．多桁式一覧表型の精算表の萌芽につい
ては，様々な説があるが，その初期の精算表としては

ニューヨークで出版されたゴダード（Thomas Goddard）
の『商人と会計人（The Merchant or Pract ica l 
Accountant）』（1821）のバランスシートがあげられ
る．21

彼が示したのは，今日の精算表とほぼ同様の多桁式
一覧表型の精算表であった．このころの多桁式精算表
はバランスシートと呼ばれていたが，ゴダードのバラ
ンスシートは，［図表 22］に示すように合計試算表，残
高試算表，損益勘定，資本勘定，資産負債状態表から
なる 10 桁精算表であった．22

なお，ゴダードはこの現代の精算表と同形式の一覧
表を「バランス・シート」（Balance sheet）と呼んでい
るが，19 世紀には，特に米国においては「ワーキング・
シート」（Working sheet）や「ワーク・シート」（Work 
sheet）ではなく，「バランス・シート」と呼ばれていた
ようである．23 それは「この表は形式的には貸借平均す
る決算表であるということの外に，内容的には当初の
簿記の計算では，財産計算，いいかえると残高計算が
最も重要な計算であった，この伝統的な意識が強く支
配していたため」（小島,1961,221）といわれている．24

その後，後述するポール・ヨウツェフ・エスクーレ
（Paul-Joseph Esquerre）の “The Applied Theory of 

20 渡邉（2014）p121 参照のこと
21 渡邉（1993）p41 参照のこと
22 渡邉（2014）p140 参照のこと
23 渡邉（1993）p59 参照のこと
24 小島（1961）P221 参照のこと

［図表 22］ゴダード『商人と会計人』（1834）のバランスシート（精算表）

（Thomas Goddard：“The Merchant of Practical Accountant”（1834,47）より著者作成）
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Accounts”（1914）では，［図表 27］で示すようにワー
キング・バランス・シート（Working Balance Sheet）
という名前となっている．また，ヘンティ・ラインズ

（Henty M.Lyons） の “Lyons' Bookkeeping and 
Accounting”（1920）では，ワーク・シート（Work sheet），
ペ イ ト ン・ ス チ ー ブ ン ソ ン（Paton･Stevenson） の
“Principles of Accounting”（1920）においてはワーキン
グ・シート（Working sheet），そして，ペイトン（Paton）
の “Accounting”（1924） で は， ワ ー キ ン グ・ シ ー ト

（Working sheet）と呼んでおり，1920 年代以降，Work 
sheet，Working sheet という現代と同じ呼称が広まっ
ていったようである．25

一覧表形式の精算表は初期にバランス・シートと呼
ばれていたが，その後ワーキング・バランス・シート
と呼ばれ，その後，ワーキング・シート，ワーキング・
ペイパーへと変わってきたが，今日のワーキング・シー
ト，ワーク・シートと呼ばれるようになったのは，20
世紀になってからのことのようである．26

コルト（J.P.Colt）の簿記書（1838）では，［図表 23］
で示すようにバランスシート（精算表）が，さらに精

錬された形式となって，残高試算表，損益勘定及び資
本金勘定と残高勘定とから成り立っていた．27

しかし，ゴダードやコルトのバランスシートには，
まだ，棚卸表欄は設けられておらず，商品売買益の計
算は表の枠外で計算されたものと思われる．

米国では，ゴダードやコルトのバランスシートをさ
らに発展させ，棚卸欄が導入された形式となっていく．
ブライアント＆ストラットン（Bryant and Stratton）
の “Common school Book-Keeping”（1861） で は，［ 図
表 24］で示すように棚卸（Inventory）欄を設けたバラ
ンスシートが載せられており，わが国初の簿記翻訳書
である『帳合之法』の「パッカルド氏耵用の平均表」は，
まさに，この “Common school Book-Keeping“ のバラン
スシートの和訳ということになる．和訳である『帳合
之法』では，縦型の一覧表となっているが，もちろん
原本では，横書きであり，確かに現在の精算表につな
がる進んだ内容と形式になっていることがわかる．28

その後，1800 年代後半にさまざまな簿記書において
棚卸表欄を設けた精算表が紹介されている．

ソール（George Soule）が 1881 年に出版した “The 

25 渡邉（1993）p59-p63 参照のこと
26 渡邉（1993）p68-p69 参照のこと
27 小島（1961）P220 参照のこと
28 小島（1961）P221-222 参照のこと

［図表 23］コルト『複式簿記の科学』（1880）のバランスシート（精算表）

（J.P.Colt:『The Science of Double Entry Bookkeeping』, Cincinnati, 2nd,ed.1838 より著者作成）

［図表 24］ブライアント＆ストラットン “Common school Book-Keeping”（1861）のバランスシート（精算表）

（Bryant and Stratton “Common school Book-Keeping”（1861,141））
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New Science and Practice of Accounts” では，［図表 25］
のような棚卸表（Property）欄を設けた精算表が示さ
れている．このソールの棚卸表欄を配置した形式は，
ブライアント＆ストラットンの精算表と同様の内容と
なっている．彼の経営する Soule Business College では，
この簿記書を教科書として用いて簿記教育が行われて
いたと思われる．

この状況を考えると 1880 年代の米国では棚卸欄を設
けた精算表を用いて簿記教育がされていた様子が伺え
る．日本では 1874 年に『帳合之法 - 二編』が出版され，
そこには棚卸欄を設けたバランスシート（精算表）が
載せられていたことを考えると，当時日本では帳合之
法によって，単に複式簿記が紹介されたというだけで
なく，最先端の複式簿記の内容が教育されていたとい
うことになるのではないだろうか．29 しかしながら，ま
だ決算整理事項を記入する 2 桁の整理記入欄は設けら
れておらず，その後の発展を待つことになる．

6.3　�米国での精算表の発達　�
～整理記入欄を備えた精算表～

19 世紀初期のゴダートやコルトの精算表には，まだ，

棚卸（inventory）欄や整理記入（Adjustment）欄はなかっ
た．その後，19 世紀後半となって，ブライアント＆ス
トラットンやソールなどの簿記書において棚卸欄が登
場する．この棚卸（inventory）欄は商品売買益などを
計算する決算修正の内容を処理する欄ではあるが，ま
だ，決算整理仕訳を転記する 2 桁の整理記入欄ではな
かった．その後，それを発展させる形で整理記入欄を
設けた精算表が登場することとなる．この先鞭をつけ
たのがエスクーレ（Esquerre）である．
（1）ポール・ヨウツェフ・エスクーレの精算表

ポ ー ル・ ヨ ウ ツ ェ フ・ エ ス ク ー レ（Paul-Joseph 
Esquerre）の『会計の応用理論（The Applied Theory 
of Accounts）』（1914）ではワーキング・バランス・シー
ト（Working Balance Sheet）という名前で，現代で言
う精算表が登場し，そこには整理記入欄（Journal 
Adjustments）が含まれている．30

この，ワーキング・バランス・シートは，［図表 27］
で示すように，前半と後半の二つのセクションに分か
れた形式となっているが，確かに整理記入欄（Journal 
Adjustments）が配置されている．前半では借方科目

（Debits Account）と金額（Amount），修正仕訳（Journal 

29 片野（1952）P231 参照のこと
30 渡邉（1993）参照のこと

［図表 25］ソール “The New Science and Practice of Accounts”（1881）のバランスシート（精算表）

（George Soule “The New Science and Practice of Accounts” （1881,72））

［図表 26］精算表の発展の系譜
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Adjustments），損益借方（Income Debits），資産（Assets）
が示され，後半では貸方科目（Credits）と金額（Amount），
修正仕訳（Journal Adjustments），損益貸方（Income 
Credits），負債（Liabilities）が配置されている．
（2）ヘンティ・ラインズの精算表

ヘ ン テ ィ・ ラ イ ン ズ（Henty M.Lyons） の “Lyons' 
Bookkeeping and Accounting”（1920）では，［図表 28］
で示すように整理記入欄がある 10 桁精算表が登場する．
ほぼ現在と同じ形式の精算表である．表題は Work 

Sheet とされている．また，Work Sheet の内容は，試
算表（Trial Balance）は残高試算表となっており，つ
ぎ に 修 正 記 入（Adjustments）， 決 算 整 理 後 試 算 表

（Adjusted Trial Balance）， 損 益 計 算 書（Profit and 
Loss Statement），貸借対照表（Balance Sheet）の構成
となっており，今日の精算表と同様の内容となっている．
①　ラインズの精算表における商品売買益の計算

商品売買の処理について，Mdse Inventory，Purchases，
Sales で処理している．31 この手続きを現代の三分法の考

31 久野（1985）P376 によれば，米国において最初に商品勘定，仕入勘定，売上勘定という 3 分法を示しているのは，
Goodwin といわれている．Joseph Henry Goodwin(1882) “Goodwinʼs Improved Book-keeping and Business Manual” 参照の
こと．

［図表 27］ポール・ヨウツェフ・エスクーレ『会計の応用理論』（1914）のワーキングバランスシート（精算表）

（Paul-Joseph Esquerre “The Applied Theory of Accounts”（1914）より著者作成）

［図表 28］Henty M.Lyons の “Lyons' Bookkeeping and Accounting”（1920）のワークシート（精算表）

（LYONS “Lyons’ Bookkeeping and Accounting”（1920）より著者作成）
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え方で決算整理仕訳を行い，商品売買益（売上総利益）
を計算すると以下の通りとなる．

［仕訳 1］ （Dr） Purchases 7,000
 （Cr） Mdse Inventory 7,000
 （Dr） Mdse Inventory 8,000
 （Cr） Purchases 8,000

仮に，この決算整理仕訳を相殺すれば，次のような
仕訳となる．この精算表では，［仕訳 2］の内容で整理
記入が行われると思われる．

［仕訳 2］ （Dr） Mdse Inventory 1,000
 （Cr） Purchases 1,000

この仕訳によって，Mdse Inventory の行の残高試算
表の＄7,000 に整理記入欄の借方＄1,000 を加えることに
よって貸借対照表には期末商品＄8,000 が記入される．
ま た， 損 益 計 算 書 の Purchases に は 残 高 試 算 表 の
＄60,000 から整理記入欄の貸方＄1,000 がマイナスされ，
売上原価＄59,000 が記入される．結果として，損益計
算書では売上高＄75,000 から売上原価の＄59,000 が差し
引かれて，商品売買益（売上総利益）＄16,000 が計算
されることになる．

実質的には，現代の商品売買益（売上総利益）の計
算手続きと同様の計算をしているが，［仕訳 1］のよう
な決算整理仕訳ではなく，相殺した形の考え方で処理
をしている．日本においても，1923 年発行の宝文館『最
近三箇年全国官公立高等商業学校入学試験簿記問題詳

解』においても，相殺した形で同様の処理をしている
のは興味深いところである．
（3）ペイトン・スチーブンソンの精算表

Paton･Stevenson の “Principles of Accounting”（1920）
においても［図表 29］で示すような整理記入欄がある
10 桁精算表が登場する．
①�　ペイトン・スチーブンソンの精算表における商品売
買益の計算
商品売買の処理について，Merchandise Inventory，

Purchases，Sales で処理している．この手続きを現代
の三分法の考え方で決算整理仕訳を行い，商品売買益

（売上総利益）を計算すると以下の通りとなる．
［仕訳 1］ （Dr） Purchases 20,000
 （Cr） Merchandise Inventory 20,000
 （Dr） Merchandise Inventory 23,000
 （Cr） Purchases 23,000

仮に，この決算整理仕訳を相殺すれば，次のような
仕訳となる．この精算表では，［仕訳 2］の内容で整理
記入が行われると思われる．

［仕訳 2］ （Dr） Merchandise Inventory 3,000
 （Cr） Purchases 3,000

これによって，貸借対照表の Merchandise Inventory
欄には，試算表の＄20,000 に整理記入欄の＄3,000 を加
えた期末商品＄23,000 が貸借対照表に記載される．

この［仕訳 2］の内容を，精算表の記入に合わせて修

［図表 29］Paton･Stevenson の “Principles of Accounting”（1920）のワーキング・シート（精算表）

（Paton・Stevenson “Principles of Accounting”（1920）より著者作成）
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正すると，以下の［仕訳 3］のような仕訳が考えられる．
［仕訳 3］ （Dr） Merchandise Inventory 3,000
 （Cr） Expense and Revenue 3,000

つまり，［仕訳 2］の整理仕訳の貸方の Purchases
＄3,000 は売上原価の減少を意味し，貸方に売上総利益
の増加として，ここでは収益科目として Expense and 
Revenue の貸方に＄3,000 を記入している．

損益計算書では Sales$128,000，Purchases ＄87,000 と
Expense and Revenue（総利益）＄3,000 が転記される
形 と な っ て い る． こ の［ 仕 訳 3］ の Expense and 
Revenue（ 総 利 益 ） ＄3,000 の 金 額 は，［ 仕 訳 2］ で
Purchases（商品仕入）＄3,000 をマイナスする形で売
上原価を減少させ，最終的な売上総利益を増加させる
処理をしている．

また，Sales$128,000 から Purchases ＄87,000 を差し
引 い て 算 出 さ れ た ＄41,000 に Expense and Revenue

（Margin: 総 利 益 ） ＄3,000 を 加 え る こ と に よ っ て，
Gross Margin（売上総利益）＄44,000 を算出している．
［仕訳 3］「（Dr）Merchandise Inventory（Cr）Expense 

and Revenue」の仕訳は，前述の宝文館（1923）の「（借）
商品在高（貸）商品在高益」の仕訳と同様と思われる．32

（4）ペイトンの精算表
ペイトンの “Accounting”（1924）では整理記入欄が

ある 10 桁精算表が登場する．ほぼ現在と同じ形式の精
算表である．33

①　ペイトンの精算表における商品売買益の計算
商品売買の処理について，Merchandise Inventory，

Purchases，Sales で処理している．この手続きを現代
の三分法の考え方で決算整理仕訳を行い，売上総利益
を計算すると以下の通りとなる．

［仕訳 1］ （Dr） Purchases 25,000
 （Cr） Merchandise Inventory 25,000
 （Dr） Merchandise Inventory 30,000
 （Cr） Purchases 30,000

仮に，この決算整理仕訳を相殺すれば，次のような
仕訳となる．

32 宝文館（1923）p387 参照のこと
33 渡邉（1993）p62 参照のこと

［図表 30］Paton “Accounting”（1924）のワーキング・シート（精算表）

（Paton “Principles of Accounting”（1924）より著者作成）
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［仕訳 2］ （Dr） Merchandise Inventory 5,000
 （Cr） Purchases 5,000

この相殺した［仕訳 2］の内容で整理記入が行われて
いる．この仕訳によって，貸借対照表の Merchandise 
Inventory 欄には残高試算表の＄25,000 に整理記入欄の
＄5,000 を加えた期末商品＄30,000 が記載される．また，
損益計算書の Purchases には残高試算表の＄60,000 か
ら整理記入欄の Transportation（仕入諸掛）＄3,100 を
加えて，［仕訳 2］貸方の＄5,000 がマイナスされ，Cost 
of goods Sold（売上原価）＄58,100 が記入される．結果
として，損益計算書では Sales ＄99,900 から Cost of 
goods Sold（売上原価）の＄58,100 が差し引かれて，売
上総利益＄41,800 が計算されることになる．

こ れ も 前 述 の ヘ ン テ ィ・ ラ イ ン ズ の “Lyons' 
Bookkeeping and Accounting” と同様に［仕訳 1］のよ
うな決算整理仕訳ではなく，相殺した形の処理をして
いる．宝文館（1923）の同様の処理法と同様である．35

7　米国から日本に伝播した精算表の系譜
7.1　Common school Book-keeping から帳合之法へ

前 述 の と お り ブ ラ イ ア ン ト と ス ト ラ ッ ト ン の
“Common school Book-Keeping” を福沢諭吉が翻訳した

『帳合之法』によって，日本の簿記教育は始まったとい
えよう．特に『帳合之法』に「パッカルド氏耵用の平

均表」として掲載された計算表は現在の精算表のルー
ツとみなすことができ，その後の簿記書と簿記教育に
大きな影響を与えたのは，前述のとおりである．

現代の簿記教育においては，精算表の学びは複式簿
記の仕組みを理解するためにとても重要である．その
萌芽が日本における最初の商業簿記の書である帳合之
法に「パッカルド氏耵用の平均表」として，紹介され
たことはわが国の複式簿記の普及に大きく影響を与え
たといっても言い過ぎではないだろう．この精算表は
複式簿記の仕組みを理解するうえで全体像を一覧でき
る最適な教材であり，その萌芽が日本最初の商業簿記
書である『帳合之法』で紹介された意義は小さくない．
さらに「パッカルド氏耵用の平均表」の考え方は，長
く受け継がれ，昭和 10 年代まで教科書に掲げられてい
たことからも，その影響の大きさを伺うことができる．

7.2　�二つの形式の精算表　�
～一覧表型と貸借配置型の精算表～

前述のように，精算表の形式には，①一覧表型精算
表と②貸借配置型精算表がある．

日本では竹田等の『商用簿記学』（1882）や佐野善作『商
業簿記教科書』（1897）の精算表などにおいて，貸借配
置型の精算表が紹介されており，その後，田中俊二郎 
著『英文記帳法』（1902）に英文の Balance sheet の貸

34 Paul Joseph Esquerre（1914）では借方側と貸方側がそれぞれ 5 桁の形式となっている．
35 Kenton “Century 21 Accounting: First-Year Course” (1995) P394-P396 で は， 期 首 商 品 と 期 末 商 品 の 差 額 を（Income 

Summary/Merchandise Inventory）という整理記入で処理する方法を示している．

［図表 31］米国における精算表の変遷
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借配置型の精算表を示したものがある．36 さらに，市邨
芳樹『商業簿記』（1907）や笠木五千平37『図解詳説近
世商業簿記』（1918）でも一覧表型の精算表とともに，
貸借配置型の精算表が同時に掲載されている．

この貸借配置型の精算表のルーツは，米国だと考え
られる．それは John Collins Bryant の “Bryantʼs New 
Elementary Book-keeping”（1876） に お い て，［ 図 表
32］のような貸借配置型（貸借 4 欄ずつの分割式 8 欄）
の精算表38 を紹介しているからである．これが竹田等『商
用簿記学』（1882）や佐野善作『商業簿記教科書』（1897）
などの貸借配置型の精算表の参考となったもの考えら
れる．39

この状況から考えると日本では 1880 年代以降，米国
から伝わった二種類の精算表が高等商業学校や商業学
校において教育されていたと考えられる．一覧表型の
精算表とともに，貸借配置型の精算表が同時に教育さ
れており，しばらくは二種類の精算表が用いられてい
たようだが，その後，貸借配置型の精算表を取り上げ
た教科書は見られなくなり，現代の一覧表型の精算表
に踏襲されていったと思われる．

その理由は指導のしやすさ，学ぶ生徒，学生の立場
からは理解しやすさという要因が大きいのではないか
と考えられる．

36 宝文館（1923）P20 参照のこと
 田中（1902）は，明治 39 年に全国の商業学校の 31 ％（35 校中 11 校）で英文簿記の教科書として採用されていた．
37 笠木五千平は大正時代に大阪計理学校の校長として簿記教育に携わった人物である．
38 久野（1985）P354-P355 では，「Trial Balance and Analyses Combined と称している貸借 4 欄ずつの分割式８欄精算表を」

紹介している．
39 久野は（1985）P354 において，貸借配置型の精算表について，「かかる分割式の精算表は他の著書には見られなかった」と

述べている．

［図表 32］John Collins Bryan の精算表

（John Collins Bryan “Bryant’s New Elementary Book-keeping”（1876））

［図表 33］Kester “Accounting Theory and Practice”（1917）のWORK SHEET（精算表）

（Kester “Accounting Theory and Practice”1917）

［図表 34］Paton･Stevenson の『Principles of Accounting』（1920）のWORKING SHEET（精算表）

（Paton・Stevenson “Principles of Accounting”（1920）より著者作成）
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7.3　整理記入欄を備えた精算表の伝播
私の調査した中では，日本において整理記入欄入り

の精算表が初めて示されたのは上野道輔『簿記原理』
（1922）ではないかと思っている．なぜならば，『簿記
原理』の参考文献リストに Kester “Accounting Theory 
and Practice”（1917），Paton ＆ Stevenson “Principles 
of Accounting”（1918）の簿記書が記載されており，そ
れらの著書には整理記入が入った精算表が示されてい
ることから，上野道輔『簿記原理』（1922）はその影響
を受けたのではないかと考えている．

なお，Paton ＆ Stevenson の “Principles of Accounting”
（1920）では次のように，当時，米国においては貸借対
照表及び損益計算表を作成するために Working Sheet
を用いた処理が行われていると紹介している．

上野によれば「締切完了の勘定から貸借対照表及び
損益計算表を作成する為に Working Sheet なるものを
利用することが最近米国に於いて行われるようである．
Working Sheet は一表の中に試算表，修正記入項目，貸
借対照表及び損益計算書をまとめ，試算表の計数に修
正を加え之を貸借対照表及び損益計算書に配分する経
路を示すものであって，言わば決算残高一覧表とでも
稱し得べきものである」（上野,1922,106）としている．

なお，当時日本では，棚卸表欄での商品売買益の計
算が主流で，まだ，整理記入欄を用いた精算表は見ら
れない状況の中で，上野は米国の整理記入欄を含んだ
Working Sheet（精算表）を日本に紹介することでその
後の簿記教育に大きな影響を与えたといえるだろう．

7.4　仕入勘定で売上原価を計算するための整理記入
現代の日本の簿記教科書では，決算整理事項で最初

に登場するのが次のような仕訳である．これは三分法
を用いて仕入勘定で売上原価を算出する場合の決算整
理仕訳である．
（期首商品棚卸高 100，期末商品棚卸高 120，当期仕

入高 500 とすると）
 （借） 仕　　入 100
 （貸） 繰越商品 100　…期首商品棚卸高
 （借） 繰越商品 120
 （貸） 仕　　入 120　…期末商品棚卸高

日本で簿記を学習した人ならば，この（し
4

，くり
4 4

）（く
4

り
4

，し
4

）の仕訳を知らない人はいないくらい必ず学習
する決算整理仕訳である．しかしながら，今日の日本
では当たり前のこの仕訳も世界的に見れば当たり前で
はないようである．

［図表 35］海外から日本への簿記・精算表の伝わり

⇒
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前述のように中村茂男が 1925 年に出版した『商業簿
記講義』において，修正記入欄入を備えた精算表が示
されているが，その決算整理においては三分法によっ
て，仕入勘定で売上原価を処理する（し

4

，くり
4 4

）（くり
4 4

，
し
4

）の仕訳の記入と思われる内容となっている．私の
調査した中では，中村茂男の『商業簿記講義』（1925）が，
仕入勘定で売上原価を処理する方式で整理記入してい
る精算表が初めて示された書籍だと思われる．なぜな
らば，この参考文献リストに Henty M.Lyons『Lyons' 
Bookkeeping and Accounting』（1920），Kester

『Accounting Theory and Practice』（1922），Paton ＆
Stevenson『Principles of Accounting』（1922），Paton

『Accounting Theory』（1922）の簿記書が記載されてお
り，そこには整理記入が入った精算表などから影響を
受けていることが考えられる．

しかし，中村茂男の『商業簿記講義』で示されてい
るが，仕入勘定で売上原価を処理する方法は，米国の
文献を参考にしながらも，日本で工夫された仕訳方法
ではないだろうか．この後，この（し

4

，くり
4 4

）（くり
4 4

，し
4

）
の仕訳は，簿記教育を通して，日本での標準的処理法
になっていくことになる．

8　おわりに
現代の簿記教育において，精算表の学習は複式簿記

の構造を理解するうえで極めて重要である．改めて，
日本における最初の商業簿記書である『帳合之法』に
おいて，「パッカルド氏耵用の平均表」として精算表の
萌芽が紹介されたことに注目したい．この精算表は，
その後の多くの簿記書に影響を及ぼし，簿記教育の発
展に大きく寄与したといえる．

近年，実務においては精算表を作成する重要性は少
なくなっているとの指摘もあるが，簿記教育において
複式簿記を理解する上での重要性は変わることはない．
また，日本の簿記教育においては，精算表を通して見
えてくるのが，商品売買取引の処理法についての考え
方である．前述のごとく，さまざまな方法がある．

もちろん，我が国の簿記教科書では，仕入勘定で売
上原価を計算する方法を重点にして説明されているも
のがほとんどである．分記法や売上原価勘定によって
売上原価を算定する方法，あるいは売上原価対立法を
扱う教科書も存在するが，精算表の事例としては，仕
入勘定で売上原価を処理する方法以外はほとんど見ら
れないのが現状である．明治期以降の精算表の事例を
検討してきた結果，売上原価および売上総利益の算出
には多様な処理法が存在することが明らかとなった．
しかし，それらの手続を形式的に学ぶのではなく，そ

の根底にある考え方を理解することこそが重要である
ことを，あらためて強調したい．日本で主流の「仕入
勘定で売上原価を処理する方法」を（し

4

，くり
4 4

）（くり
4 4

，
し
4

）と暗記するのではなく，売上原価を算出するプロ
セスとその意味を理解することが大事なのである．

本稿では，精算表の系譜と発展について考察を行っ
た結果，次の 2 点を確認することができた．第 1 に，『帳
合之法』の「パッカルド氏耵用の平均表」（精算表）に
見られる棚卸欄を備えた形式から始まった日本の精算
表は，海外の影響を受けながら整理記入欄を有する形
式へと発展し，最終的に今日の標準的な精算表になっ
たことが確認された．また，売上原価計算の処理法に
ついても，各種の手法を経て，日本独自の方式が確立
したことが明らかとなった．第 2 に，大正期以降，整
理記入欄を設けた精算表が教育現場に導入されたもの
の，仕訳帳上の正規の決算整理仕訳とは異なり，精算
表の整理記入欄への記入方法には多様な形式が存在し
ていたことが確認された．各時代における試行錯誤を
通じて，整理仕訳を整理記入欄に転記するという今日
の標準的な精算表作成手続きへと収斂していったこと
が明らかである．

今後の課題として，次の 2 つが挙げられる．第 1 に，
米国から日本に伝来した精算表とともに導入された商
品売買処理法のうち，仕入勘定によって売上原価を算
定する方式については，そのルーツとなる事例の特定
が不十分であり，さらなる検討が必要である．第 2 に，
日本において，決算整理仕訳と精算表の整理記入欄へ
の記入がどの時点で整合的に行われるようになったの
かという点については，十分な検証が行われておらず，
今後の課題として検討を要する．これらの点について，
今後の研究課題として継続的に研究を進めていきたい．
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